
 

 

 

 

 

 

 

 ＣＴＲソフトウエアによるｒａｎｄｏｍ補正 
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概要 

 ＸＲＤによる極点測定では光学系によるｄｅｆｏｃｕｓ補正は必須である。 

   ｄｅｆｏｃｕｓは受光スリット幅と測定２θ角度に起因している現象である。 

  

  

  

実際は、Ｓｃｈｕｌｚスリットの位置や形状、ゴニオ半径などシステムに依存するパラメータも関係している。 

極点測定では、試料を煽って測定するため、あおり角度（α軸）により測定強度が変化する。 

この補正をｒａｎｄｏｍ試料により補正による行われている。この補正がｄｅｆｏｃｕｓ補正である。 

測定２θ角度により補正量が変化します。合金の場合、２θ角度がシフトするため、合金のｒａｎｄｏｍ試料が 

必要になります。 

ＣＴＲソフトウエアでは、ｒａｎｄｏｍ補正なし、 

ｒａｎｄｏｍ補正による一般的なｄｅｆｏｃｕｓ補正と、 

ＲＩＮＴ，Ｕｌｌｔｉｍａ，ＳｍａｒｔＬａｂで実測したｄｅｆｏｃｕｓ曲線による、２θ補正機能付き補正、 

更に上記３種類の補正に対し、最小化Ｒｐ％補正を行っています。 

 

この機能を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 



ＳｍａｒｔＬａｂによるｄｅｆｏｃｕｓ測定データ(実測定データ) 

 

各角度データファイル 

 

アルミニウムをＣｕ管球、｛１１１｝測定 ３８．４７．ｔｘｔ 

 

 受光スリット１ｍｍから１２ｍｍまで実測定データ 

２θ＝３８．４７を受光スリット１０ｍｍで測定のｄｅｆｏｃｕｓ曲線 

 

受光スリットと２θ角度によりＳｍａｒｔＬａｂの光学系による曲線が計算される。 

上記データから２θ確度、受光スリット幅による曲線を得る。 



説明に使用するデータ作成 

 ＬａｂｏＴｅｘによるｃｕｂｅ，ｂｒａｓｓ，ｇｏｓｓ，Ｓ，ｃｏｐｐｅｒ １０％を含む極点図 

  

  ｒａｎｄｏｍ＝５０％ 

 

から極点図を作成 

 

反射極点図 

  

 



調べる内容 

 完全極点図と不完全極点図のODF解析結果比較 

 不完全極点のｄｅｆｏｃｕｓ補正なしと不完極点図のＯＤＦ解析結果比較 

 不完全極点図のｄｅｆｏｃｕｓ補正ありと不完全極点図のＯＤＦ解析結果比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



完全極点図と不完全極点図のODF解析結果比較 

ＯＤＦ図から各方位角度の密度比較 

  

 

 Ｍｏｄｅｌｉｎｇは、ＬａｂｏＴｅｘでＭｏｄｅｌｌｉｎｇしたＯＤＦ図による密度 

 

 Ｅｘｐｏｒｔ－ｆｕｌｌは、Ｍｏｄｅｌｌｉｎｇ極点図をＥｘｐｏｒｔし、再度ＬａｂｏＴｅｘに 

 読み込みＯＤＦ計算したＯＤＦ図に密度 

 

 ７５は、Ｅｘｐｏｒｔした極点図から反射極点図を作成し、ＬａｂｏＴｅｘに読み込みＯＤＦ計算した 

    ＯＤＦ図の密度 

 

 Ｆｕｌｌと反射極点図は一致している。 

 この結果は以下で評価している 

 https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC/LaboTex/LaboTex-PoleErea.pdf 

 

 

 

 

https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC/LaboTex/LaboTex-PoleErea.pdf


不完全極点のｄｅｆｏｃｕｓ補正なしと不完極点図のＯＤＦ解析結果比較 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行わない場合 

  

 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行わないと全ての方位で異なった結果が計算される 

 

 

 

 

 



不完全極点図のｄｅｆｏｃｕｓ補正ありと不完全極点図のＯＤＦ解析結果比較 

 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ曲線を使い補正を行う。 

 

 

想定されるｄｅｆｏｃｕｓが一致すれば、同一結果になります。 

 

 

 

 

 

 

 



不完全極点図のｄｅｆｏｃｕｓ補正ありと不完全極点図のＯＤＦ解析結果比較 

 

 

合金のように２θ角度がシフトを想定した補正、 

 １ｄｅｇ位なら、同一結果が得られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



まとめ 

 ＭｏｄｅｌｌｉｎｇしたＯＤＦとＥｘｐｏｒｔした極点図をそのままＬａｂｏＴｅｘで解析した場合、一致し

ないが、Ｅｘｐｏｒｔした極点図の範囲制限しても、制限なしと一致する。 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正有無では密度が異なる。ｄｅｆｏｃｕｓは２θ角度に依存するが、１度位のシフトは 

 影響しない。 

 

  

    


